第33回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2011年9月12日(月曜日）

時間:　13時30分より

接続: KEK-MCU2+ WEBEX

出席者：早野、倉本、渡邊、高富、栗木（KEK)、磯山、加藤、川瀬、入澤（阪大）、飯島、増元、細田、郭（広大）

◯磯山先生より、空洞の製作状況について報告があった。

ロウ付けの前後における空洞の変形について理解するため、空洞の外形の三次元測定をおこなった。陰極側は中心部が外径部に対して0.4mm程度凹んでいた。また、出口側も外径部に対して0.1mm程度凹んでいるのが観測された。RF周波数の変化とおよそ整合していると思われる（川瀬氏の報告を参照）。また、支持構造について、ロッド太さと数を検討している。

◯川瀬氏より、周波数調整の検討について報告があった。

磯山先生報告にある変形量を仮定して、周波数変化を計算して。その結果、理想形状から各々0.4mm、0.1mm程度の凹みを仮定した場合、理想形状に比べて周波数が-0.6MHz程度の変化が予想される。ろうつけ前後での周波数変化は-0.9MHzであるから、およそ等しい値である。また、電場バランスは1.56にたいして計測値は1.64でこれも近い値を示している。これより、ろうつけ時にはこれらの変形が原因で周波数変化が生じたものと推測される。その補正のため周波数調整器で空洞を引っ張るための治具の設計をすすめている。

Q:日程は？

A:一ヶ月程度をめどにすすめている。

C:周波数調整器で電場バランスを測定しながら行いたい。検討を続けていく。

◯栗木より、FNAL空洞のこれまでのRFプロセスの履歴について報告があった。

昨年、今年と二回のRFプロセスを1.7MW, 1msパルス幅を上限におこなってきている。その間に暗電流低減のためのエタノール洗浄を行っている。暗電流は一回目が280uA@28MV/m、二回目が18uA@28MV/mと一桁以上減少した。また運転条件である40MV/mで予測される値（FN理論により外挿）は各々5.7mA, 0.34mAとなり、やはり大きく減少している。次回はRFパワーを5.0MWまで増強して、三回目のRFプロセスを予定している。目標は3.5MW入力である。

Q:放電跡が写真に見られるがどの部分？

A:フルセル部のアイリスとバレルの角である。電場は高くないが、電流は大きい場所だ。最初は無かったが、一回目のRFプロセスの後に出現した。エタノール洗浄でも見た目の変化はなかった。

C:エタノール洗浄は効果が大きかった。阪大空洞もRFプロセス前に洗浄してみてはどうか。

その他

◯９/14に新しいRFソースが準備OKとなるはず。三回目のRFプロセスを15あたりから開始する。9/20-22には広島から栗木と増元が参加する。

◯2012年の2月あたりから量子ビームのため、クライオモジュールのクールダウンが開始される。同年3月から11月までは運転が続くので、阪大空洞のプロセスはそれ以前に行う必要がある。（補足：2011年3月からビームが始まるので、それ以前の２ヶ月はSTF運転セットアップにて、フォトカソー
ド生成、RFプロセス確認、フィードバック確認などの作業に当てる。よって、阪大空洞のプロセスが可能な時期は、2011年12月まで、あるいは2012年12月以降となる。）

次回ミーティングは10月11日（火曜）　13時30分より。

文責：栗木　　　

